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研究課題名 大腸癌遠隔転移に対する薬物療法介入の意義についての観察研究

研究の意義・目的

近年、大腸癌の治療方法は多様化しており、個々の患者さんに合わせた治療を行うことで成
績が向上しています。遠隔転移のある大腸癌に対しても、手術や薬物療法などを組み合わせ
た治療が有効であることが分かってきていますが、治療の基準についてはまだまだ検討の余
地があるといえます。本研究では、大腸癌遠隔転移のある患者さんに薬物療法を行った時の
治療効果の成績や予後に関わる因子を検討することで、より適切な治療方法を提唱すること
を目指しています。

研究を行う期間 承認後～2032年3月31日

研究対象者の範囲
2027年3月31日までに大阪公立大学医学部附属病院の消化器外科で、遠隔転移のある大腸癌
の治療をされた方が対象となります。

協力をお願いしたい内容
と研究に使わせていただ
く試料・情報等の項目

日常診療で実施される以下の ➀ から ➅ の項目についての情報を、診療録より匿名で取得し
ます。

➀ 患者基本情報：年齢、性別、身長、体重、既往歴、併存疾患、家族歴。

➁ 原疾患の状態：診断名、病型、組織型。

➂ 転移巣の状態：場所、数、組織型。

➃ 検査結果：血液検査、画像検査（X 線、CT、MRI、PET、超音波）、内視鏡検査結果。

➄ 薬物療法の内容、期間、合併症。

➅ 薬物療法と付随した治療（手術、放射線治療、熱凝固治療）の内容（治療日時、方法、治
療結果、治療期間、合併症）。

試料・情報の他機関への
提供

この研究は大阪公立大学医学部附属病院消化器外科のみで行い、他の施設に情報は提供いた
しません。

この研究を行っている共
同研究機関

この研究は大阪公立大学医学部附属病院消化器外科のみで行います。

頂いた試料・情報の管理
について責任者

大阪公立大学医学部 消化器外科 研究責任者：永原 央

本研究の利益相反
利益相反の状況については大阪公立大学利益相反マネジメント委員会に報告し、その指示を
受けて適切に管理します。

本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。

研究に協力をしたくない
場合

下記に連絡することでいつでも本研究への参加を拒否できます。また、研究への参加を断っ
ても、診療に関する不利益等を受けることはありません。

連絡先

所属・職名：大阪公立大学大学院医学研究科 消化器外科

担当者：永原 央

住所：大阪市阿倍野区旭町１−４−３

電話番号：０６−６６４５−３８３８

メールアドレス：hisashi＠med.osaka- cu.ac.jp
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